
 

 

 

 
白川町は、平成26年度に「読書のまち宣言」をされました。子供たちが心豊かに育っていくために、

自ら本を読む子に育ってほしいという願いから、白川町読み聞かせ会・白川町PTA連合会・美濃白川楽

集館が、毎年「読み聞かせ講演会」を開催しています。（今年度は、合同勉強会）今回は、読書について

の家庭教育について取材しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「読書のまち宣言」白川町での家庭教育 
白川町読み聞かせ会         

美濃白川楽集館 

  

 

 

スマートフォンやSNSが普及する今、改めて

子供たちが読書の楽しさを知り本好きになるた

めに、親や周りの大人にできることについての学

習会が開催されました。町内全ての家庭教育学級

生が対象です。今年度は、岐阜県図書館の司書の

方を講師に招き、「子どもが本好きになるには」

というテーマの話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 各園、小中学校との連携 

・楽集館司書による家庭教育学級の相談 

・楽集館司書による家庭教育学級での講話 

・家庭教育学級文庫、保護者用図書購入の相談 

・保育園の読み聞かせサークルの勉強会 

（読み聞かせ技術と講話について） 

③ 各地区公民館との連携 

 地域支援の一つとして、子育てのヒントとな

る本を、各公民館へ提供。 

★町内全ての 

保育園や小中学校の保護者を対象とした、

読書に関わる家庭教育学級を毎年開催 

★美濃白川楽集館の家庭教育支援の役割 

＜県図書館司書より＞ 

・テレビを消して、スマホをおいて、 

たまには本を。 

・親が本を読み聞かせ出来る時は、 

ほんのわずかです。 

 

＜参加者の感想＞ 

・絵本のすばらしさを再認識できました。 

・残り少ない時間を大切に読み聞かせをし

たいです。 

 

・白川町全ての家庭に読書を推進するため、様々な施設や団体が連携して家庭教育支援が実施されています。 

・乳幼児健診や乳幼児学級では、全ての保護者に対して読み聞かせの仕方や本の紹介などが行いながら、保

護者一人一人に応じたあらゆる面から家庭教育支援が行われています。（アウトリーチ型支援）  

読み聞かせの会の役割 

美濃白川楽集館の役割 

子育て支援係と子育て支援センターの役割 

 

の取組より 

 

白川町読み聞かせ会        

白川町 PTA 連合会            

美濃白川楽集館 

 

合同勉強会 

 

 

・乳幼児学級や乳幼児健診での講話と本の紹介

（おすすめ本のブックトークや子育てのヒント） 

・子供を膝の上にのせて、実際に読み聞かせを

保護者と一緒に行う。 

 

★乳幼児健診・乳幼児学級における 

子育て支援係と子育て支援センターの役割 

こんな絵本は 

いかが！（1歳半, 

2 歳,3 歳向け）

を保護者に配付 

楽集館司書作成 

 

 

・保育園、小中学校に読み聞かせ 

 

★読み聞かせの会の役割 

本の魅力発信→家庭での読書推進へ 

魔法の扉を開いてみませんか 

～子育てに絵本をどうぞ～ 

編集・発行：岐阜県図書館 

「２５さい

をすぎた絵

本」の紹介 


